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気候に関する最も広範な誤解の一つは、気候に関する論文を発表している人たちですら、測定された気候変数
に長期的なトレンドがあれば、それは IPCC が定義するところの気候変動を意味する、と信じていることである。
実際には、「長期的」とは数十年分の観測に過ぎないことが多い。

観測データの傾向には、気候の変動を示すものもあれば、示さないものもある。極端な気象に関しては、その
違いを見分けるのは容易ではないのだ。この投稿ではその理由を説明する。

IPCC AR6 では、気候の変動を検知するには、そのトレンドが単に自然変動（訳注：本稿では climate 
variability を自然変動と訳する）によるものではないという確証が必要だとして次のように説明している。

「ある気候の変動が観測で“検出”されるのは、内部変動（訳注：大気や海洋の振動など、自然の変動のこと）

気候における自然変動の大きさを忘れては 
ならない
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